
日 水月 木火 金 土

　

令
和
８
年
（
２
０
２
６
）
は
「
昭
和

１
０
０
周
年
」の
節
目
の
年
で
す
。
こ
の「
世

界
最
長
の
元
号
」
昭
和
を
考
案
し
た
吉
田
増

蔵
の
生
涯
や
功
績
に
関
わ
る
貴
重
な
資
料
を

は
じ
め
、「
昭
和
レ
ト
ロ
グ
ッ
ズ
」
な
ど
を

展
示
し
た
特
別
展
を
４
月
29
日（
昭
和
の
日
）

か
ら
先
月
21
日
ま
で
開
催
し
ま
し
た
。
期
間

中
、町
内
外
か
ら
多
数
の
来
館
者
が
み
ら
れ
、

口
々
に
「
懐
か
し
い
！
」
の
言
葉
を
繰
り
返

し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
昭
和
の
思
い
出
を

振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
映
画
「
A
L
W
A
Y
S 
三
丁
目

の
夕
日
」で
実
際
に
使
用
さ
れ
た
三
輪
車「
ミ

ゼ
ッ
ト
」は
特
に
注
目
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
Ａ
I
（
人
工
知
能
）
に
よ
り
昭
和

に
撮
影
さ
れ
た
写
真
を
カ
ラ
ー
、
動
画
化
し

た
映
像
に
多
く
の
方
が
驚
き
、
技
術
の
高
さ

に
感
心
し
て
い
ま
し
た
。

　

昭
和
の
生
活
空
間
を
再
現
し
た
展
示
で

は
、「
昭
和
の
世
界
へ
一
瞬
、タ
イ
ム
ス
リ
ッ

プ
し
た
よ
う
な
感
覚
に
な
っ
た
」
と
い
う
コ

メ
ン
ト
を
い
た
だ
く
な
ど
、
会
期
中
は
館
内

が
「
昭
和
一
色
」
に
染
ま
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
最
も
注
目
さ
れ
て
い
る
「
昭
和
」

で
す
が
、
今
回
の
特
別
展
を
通
じ
て
町
内
外

の
多
く
の
方
々
に
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
貴

重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
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▲ 学校の先輩が残した功績や生涯について詳しく学ぶこと
　ができました。

▲ 「昭和レトログッズ」の展示。「懐かしい～！」の一言です。 ▲ 「ミゼット」のまわりには、いつも多くの人が集まりました！

▲ 「昭和」の教室で説明を聞き、文字どおり「童心に帰る」こと
　ができました。

　5月8日（金）元号「昭和」考案者、吉田増蔵ゆ
かりの黒田小学校の６年生の児童が特別展に
来館しました。校区及び学校の先輩が残した
偉大な功績を物語る数々の資料を前に驚きの
様子でした。

　6月7日（日）恒例の博物館友の会研修会で
大分県豊後高田市、中津市を巡りました。
　「昭和の町」では駄菓子屋の夢博物館小宮
館長から展示資料や街中の商店などについて
詳しい説明を聞くことができました。

５・６月の業務日誌から

昭
和
100
周
年
　
み
や
こ
町
制
20
周
年
記
念
特
別
展

「
昭
和
1
0
0
周
年
」
と
吉
田
増
蔵

◆ 

講
座
・
教
室
・
催
し
物
ガ
イ
ド

 
７
月
の
歴
史
講
座

◆ 

み
や
こ
町
ふ
る
さ
と
遺
産
フ
ェ
ス
タ

　 

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集
！

【漢
詩
紀
行
講
座
】

　
７
月
４
日
（
土
）
９
時
30
分
～

【
古
文
書
講
座
】

　
７
月
11
日
（
土
）
10
時
～

【
古
典
か
な
講
座
】

　
７
月
18
日
（
土
）
９
時
30
分
～

【
み
や
こ
学
講
座
】

　
７
月
25
日
（
土
）
10
時
～

※
日
程
等
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
見
学
会
等
は
別
途
ご
案
内
し
ま
す
。

　
博
物
館
で
は
「
こ
れ
か
ら
も
残
し
た
い
」

と
思
う
地
域
の
風
景
や
文
化
財
、
歴
史
的
な

建
物
、お
祭
り
、自
然
、日
常
の
暮
ら
し
な
ど
、

ふ
る
さ
と
の
魅
力
を
自
由
に
描
い
た
作
品
を

募
集
す
る
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。

作
品
の
応
募
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【 

応
募
要
領 

】

● 

作
品
の
規
格
等

　

�

四
つ
切
り
の
画
用
紙
を
使
用
し
、
画
材
は

自
由
で
す
が
、
油
絵
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

● 

応
募
資
格

　

�

町
内
在
住
、
若
し
く
は
町
内
小
・
中
学
校

に
通
学
し
て
い
る
児
童
・
生
徒

● 

応
募
で
き
る
作
品
数　
1
人
に
つ
き
1
点

● 

応
募
方
法

　

�

応
募
票
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
作
品
の

裏
面
に
貼
付
。
博
物
館
に
郵
送
ま
た
は
持

参
。
作
品
の
応
募
は
学
校
単
位
、
個
人
単

位
い
ず
れ
も
可
。

● 

応
募
締
切　
令
和
８
年
９
月
９
日（
水
）（
必
着
）

● 
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
み
や
こ
町
歴
史
民
俗
博
物
館

　
「
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
担
当

　
℡ 

０
９
３
０-
３
３-

４
６
６
６　

大
盛
況
の
う
ち
に
閉
幕
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地
質
図
１
５
０
年

　

例
年
、
梅
雨
後
半
と
な
る
こ
の
時
期

は
豪
雨
災
害
が
多
発
す
る
傾
向
が
み
ら

れ
ま
す
。
地
域
の
地
形
や
地
質
な
ど
の

特
徴
か
ら
、
想
定
さ
れ
る
土
砂
災
害
な

ど
の
自
然
災
害
を
予
測
し
、
被
災
範
囲

を
地
図
化
し
た
も
の
が
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
」
で
す
。

 

み
や
こ
町
で
は
２
年
前
に
改
訂
さ
れ
、

浸
水
域
や
避
難
所
な
ど
が
分
か
り
や
す

く
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
は
様
々
な
デ
ー
タ
に
基
づ
い

て
作
成
さ
れ
ま
す
が
、
中
で
も
特
に
重

要
な
資
料
と
な
る
の
が「
地
質
図
」で
す
。

　

地
質
図
は
、
地
質
調
査
の
情
報
を
元

に
、
地
表
付
近
の
地
層
に
つ
い
て
堆
積

状
況
や
そ
の
組
成
、
断
層
な
ど
の
地
質

構
造
を
図
化
し
た
も
の
で
、
現
在
、
土

木
工
事
や
自
治
体
の
防
災
マ
ッ
プ
な
ど
、

様
々
な
用
途
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
起
源
は
約
３
０
０
０
年
前
の
古

代
エ
ジ
プ
ト
の
時
代
ま
で
遡
り
ま
す
が
、

日
本
で
は
明
治
９
年
（
１
８
７
６
）
に

国
内
初
と
な
る
広
域
地
質
図
「
日
本
蝦

夷
地
質
要
略
之
図
」
が
ア
メ
リ
カ
出
身

の
地
質
技
師
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
ラ
イ
マ

ン
に
よ
り
作
成
、
発
行
さ
れ
、
今
年
で

１
５
０
年
を
迎
え
ま
す
。

　

今
回
は
、
こ
の
地
質
図
作
成
の
時
代

的
な
背
景
や
同
じ
時
期
に
地
質
調
査
に

ガ
ウ
ラ
ン
ド
は
明
治
16
年
（
１
８
８
３
）

10
月
17
日
に
勝
山
黒
田
の
綾
塚
古
墳
を

訪
れ
て
石
室
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
時
作
成
さ
れ
た
実
測
図
は
、

現
在
イ
ギ
リ
ス
の
大
英
博
物
館
に
収
蔵

さ
れ
て
い
ま
す
。
本
来
の
職
務
が
、
造

幣
寮
（
現
在
の
造
幣
局
）
の
冶
金
技
師

で
あ
っ
た
彼
は
、
こ
の
古
墳
調
査
の
際
、

田
川
郡
ま
で
足
を
の
ば
し
て
石
炭
の
品

質
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

み
や
こ
町
の
地
質
と
歴
史
遺
産

　

み
や
こ
町
は
比
較
的
安
定
し
た
地
盤

が
広
が
っ
て
お
り
、
奈
良
時
代
に
豊
前

国
（
現
在
の
北
九
州
市
か
ら
大
分
県
宇

佐
市
に
及
ぶ
行
政
範
囲
）
の
国
府
（
現

在
の
県
庁
に
該
当
）
や
国
分
寺
が
設
け

ら
れ
た
こ
と
が
そ
れ
を
物
語
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
約
１
４
５
０
年
前
に
は

１
６
０
０
基
を
超
え
る
古
墳
が
築
造
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
町
内
各
地
で

良
質
な
花
崗
岩
（
御
影
石
）
が
採
取
で

き
る
こ
と
が
そ
の
理
由
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
約
９
万
年
前
に
噴
火
し
た
阿
蘇

山
の
火
砕
流
の
痕
跡
が
町
内
の
各
所
で

確
認
さ
れ
、
伊
良
原
ダ
ム
周
辺
で
は
、

石
炭
を
は
じ
め
軽
石
や
、
珪
化
木
（
樹

木
が
化
石
化
し
た
も
の
）
な
ど
が
確
認

で
き
、
こ
れ
ら
は
様
々
な
日
用
品
に
加

工
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
町
の
歴
史
の
中

で
築
造
さ
れ
た
史
跡
や
育
ま
れ
た
文
化

に
も
地
質
が
大
き
く
影
響
し
て
き
た
こ

と
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
井
上
信
隆
）

し
て
随
行
し
た
生
徒
は
後
に
、
明
治
期

の
鉱
業
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
こ
の
中
に
は
、
田
川
な
ど
筑
豊

炭
田
の
近
代
化
に
努
め
た
人
物
も
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

町
ゆ
か
り
の
先
人
に
よ
る
資
源
調
査

　

元
号
「
昭
和
」
を
考
案
し
た
の
は
、
み

や
こ
町
出
身
の
吉
田
増
蔵
で
す
。
彼
の

兄
で
、
大
久
保
利
通
に
仕
え
、
殖
産
興

業
の
発
展
に
尽
く
し
た
内
務
省
の
官
僚
、

吉
田
健
作
は
、
明
治
15
年
（
１
８
８
２
）

６
月
に
北
海
道
各
地
を
調
査
し
、
ラ
イ
マ

ン
の
地
質
調
査
と
同
様
に
石
炭
な
ど
地

下
資
源
の
調
査
を
は
じ
め
道
内
各
地
の

農
水
産
物
に
関
す
る
調
査
を
行
い
、
そ

の
結
果
を
「
北
海
道
紀
行
」
と
い
う
報

告
書
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
記
録
は
、
そ
の
後
、
彼
が
設
立

し
た
「
北
海
道
製
麻
会
社
」
の
建
設
に

つ
な
が
り
、
ま
た
国
が
北
海
道
開
拓
を

進
め
る
上
で
大
変
重
要
な
資
料
に
位
置

付
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
ラ
イ
マ
ン
と

同
じ「
お
雇
い
外
国
人
」の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

携
わ
っ
た
み
や
こ
町
ゆ
か
り
の
先
人
に

つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

目
的
は
「
資
源
開
発
」

　

現
在
、
ア
メ
リ
カ
と
イ
ラ
ン
の
対
立
に

よ
り
石
油
の
輸
入
に
支
障
が
生
じ
、
特
に

「
ナ
フ
サ
」
由
来
の
各
種
製
品
不
足
が
顕

著
に
み
ら
れ
る
な
ど
、
経
済
活
動
や
私

た
ち
の
日
常
生
活
に
深
刻
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事
態
を

受
け
、
約
半
世
紀
ぶ
り
に
石
油
と
い
う

地
下
資
源
の
依
存
度
の
高
さ
を
再
認
識

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
か
ら
約
１
５
０
年
前
、「
殖
産
興
業
」

と
「
富
国
強
兵
」
を
推
し
進
め
る
明
治

政
府
は
、
そ
の
実
現
に
必
要
な
石
炭
な

ど
各
種
の
地
下
資
源
に
つ
い
て
埋
蔵
量

の
調
査
や
そ
の
開
発
を
急
務
と
し
、
そ

の
先
駆
け
と
し
て
北
海
道
の
開
拓
及
び

道
内
鉱
山
の
開
発
を
試
み
ま
す
。

　

こ
の
時
代
、
日
本
政
府
な
ど
に
雇
わ

れ
た
、
近
代
化
に
必
要
な
西
欧
の
先
進

技
術
や
知
識
を
持
つ
外
国
人
を
「
お
雇

い
外
国
人
」
と
呼
び
ま
す
。
ア
メ
リ
カ

人
地
質
学
者
の
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
ラ
イ

マ
ン
も
そ
の
一
人
で
、
彼
は
明
治
６
年

（
１
８
７
３
）
に
招
聘
さ
れ
、
3
年
間
に

わ
た
っ
て
資
源
探
査
を
目
的
と
し
た
北

海
道
の
地
質
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ

の
時
、
開
拓
使
仮
学
校
（
後
の
札
幌
農

学
校
）
の
生
徒
13
名
が
助
手
と
し
て
随

行
し
ま
す
が
ラ
イ
マ
ン
は
、
こ
れ
ら
の

青
年
た
ち
に
、
測
量
・
地
質
・
鉱
物
学

の
専
門
的
知
識
を
伝
え
、
彼
の
編
み
だ

し
た
地
質
調
査
技
法
は
日
本
の
地
質
学

発
展
の
基
礎
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
北
海
道
の
厳
し
い
自
然
環

境
の
中
、
熊
に
警
戒
し
な
が
ら
ク
マ
ザ
サ

を
か
き
わ
け
て
進
む
過
酷
な
も
の
で
し

た
。
彼
は
３
年
に
及
ぶ
調
査
を
遂
行
し
、

そ
の
成
果
と
し
て
「
日
本
蝦
夷
地
質
要
略

之
図
」（
２
０
０
万
分
の
1
）
と
い
う
北

海
道
の
地
質
図
を
完
成
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
図
は
石
炭
や
石
油
、
硫
黄
、
鉄
、

鉛
な
ど
天
然
地
下
資
源
を
含
む
地
層
が

色
分
け
で
図
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ラ
イ
マ

ン
は
地
層
の
厚
さ
か
ら
、
そ
の
埋
蔵
量
を

見
積
も
る
技
法
を
考
案
し
て
い
ま
す
が
、

こ
の
技
法
は
、
そ
の
後
の
鉱
山
開
発
の
基

礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ラ
イ
マ
ン
の
地

質
調
査
は
、
新
た
な
鉱
物
資
源
の
発
見

と
開
発
を
目
的
と
し
た
も
の
で
し
た
が
、

こ
の
当
時
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
中
核
を
担
っ

て
い
た
石
炭
に
関
す
る
調
査
が
特
に
重

視
さ
れ
ま
し
た
。

　

彼
は
明
治
12
年
（
１
８
７
９
）
ま
で
東

北
・
北
陸
・
中
国
・
四
国
・
九
州
の
石

炭
・
石
油
・
地
質
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。
日
本
の
石
油
生
産
量
が
は
じ
め
て

世
界
の
石
油
統
計
に
提
示
さ
れ
た
の
は

明
治
８
年
（
１
８
７
５
）
で
す
が
、彼
は
、

そ
の
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
を
支
え
る

「
石
油
」
の
調
査
・
開
発
を
先
駆
的
に
行
っ

て
お
り
、
特
に
新
潟
油
田
の
開
発
に
大

き
な
影
響
を
与
え
た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
後
も
地
質
図
製
作
は
重
要
な
国

家
事
業
と
し
て
、
現
在
ま
で
継
続
さ

れ
、
全
国
各
地
の
地
質
図
が
作
成
さ
れ

て
様
々
な
分
野
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
北
海
道
の
地
質
調
査
時
に
助
手
と

クマザサをかき分けて北海道の調査を行う
吉田健作（先人マンガ『吉田兄弟物語』より)
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み
や
こ
町
ゆ
か
り
の
先
人
に
よ
る

地
下
資
源
調
査

み
や
こ
の
歴
史
発
見
伝


